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設立のきっかけ 

東日本大震災後のまちづくりの一環とし
て、イルミネーションと再生可能エネル
ギーの普及促進の２つを柱に、いわき市
の復興事業や地域振興に寄与することを
目的とする。 

団体の目的 
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神戸では夢と希望を象徴
で、集客効果の高い観光
の目玉として大きな経済効
果をもたらしている 

被災地で暮らす人々の癒
しや安らぎ、元気を与えら
れる場を提供するとともに、
風評被害を払拭する新た
な観光事業につなげたい 

原発事故の風評被害で苦
しんでいる被災地に灯すイ
ルミネーションは、再生可
能エネルギーの電力で灯
したい 
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私たちの思い、考え 

▶地域の課題 

1. 心の復興はまだ道半ばである。 

2. 市民が楽しめるレジャー施設が
少ない。また秋以降は家族で
楽しめる催し物が少なくなる。 

3. 若い世代が希望する就職先が
地元に少ない。 

4. 原発事故やその風評被害に 

   相反して再生可能エネルギー 

   推進への気運が中々高まら 

   ない。 

 

 

 

 

🌟目指す地域の姿 

A) 世代を超えて笑顔で集える
交流の場がある 

B) 風評被害を払拭する新たな
観光事業の存在により新た
な雇用を創出している 

C) 生活電力を可能な限り再生
可能エネルギーで賄える 

D) 地域の宝である再生可能エ
ネルギーを市民発電所から
供給し、その恩恵を市民へ
還元できる 
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活動紹介 

再エネ活用事例の一環として、再生可能エネルギーのひとつである太陽光発電の電力を利用し、イルミネーションを市内へ灯す 

 プロジェクト。その広報の場を２１世紀の森公園としている。その会場の一部には、市民の手作り太陽光パネルで市民のイルミ 

 作品を灯すｺｰﾅｰも設け、市民参加型としている。 

 

 太陽の光をイルミネーションの光として可視化することで、 

 来場者に再エネのパワーを体感していただき、再エネの 

 関心を高める場とする。 
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  このイルミネーションイベントの 
実績が実を結び、２９年度よりイルミの 
受託事業の活動を開始！市内四倉地区の 
「よつクリスマス（ワンダーファーム）」の 
イルミ及び県南地区のイルミネーション 
（29年度塙町・30年度矢吹町）を担当して 
  います！ 
 

活動期間は今年９月で 
丸４年。通常は５～６人、 
イベント時は約１５名程で 
活動しています。 

     事業の２本柱 
 

   再生可能エネルギー部門(自主)                                  イルミネーション部門 

 

 売電（太陽光発電所） 普及・促進                                     自主     受託        請負 

                                     

           未来へつなぐ光プロジェクト～太陽の光を力に～ 

 
 太陽光パネル製作教室 等       冬季イルミネーション開催（２１世紀の森公園）   イルミネーションモチーフ制作教室 等 



地域、住民、ボランティア、参加者の反応や変化 

イベント来場者９割超が 

太陽光いいね👍 
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 ☆2019年目標☆ 
10万球点灯  消費電力 約2500wh 
太陽光パネル出力  約3000wh 
9日間点灯 来場者数 10,000人 

２０１６年（４１４組）、２０１７年（３１２組） 

来場者アンケート実施 

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

2016年 2017年 2018年 

出力(wh) 消費電力(wh) 

来場者数(人) 



協働に向けて 
活動・組織での悩みや困り事 

•（報道・ポスター・チラシ設置、企画、人材サ
ポート・シャトルバスの運行 等） 

イベントの告知～運営 

•（足場・杭・ロープ・ネット・音響機材等） 

環境整備資材の貸し出し 

•（例 撮影スポット制作のスポンサー等） 

活動資金支援 

•（倉庫の一部又は倉庫が置ける程度の土地） 

資材保管場所の貸し出し 

企業にサポートしてほしいこと 
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① イベント時の人員不足 
（スタッフ・駐車場整備・受付・設
置・撤収作業等） 

② 活動資金不足 
（イベント開催資金に充てる為、
個人・団体会員募集の際の「広
報・宣伝」） 

③ イルミ作品保管場所の 

   確保 （８～１０畳程） 

イベントの長期開催 
イベントの規模拡大 

が難しい 

共催者 

いわき市公園緑地観光公社（２１世紀の森公園管理者・会場整備用品の無償貸出） 

いわきおてんとＳＵＮ企業組合（独立型太陽光発電システムの設置・管理） 



企業に向けてメッセージ 

このプロジェクトが被災地で暮らす人々の癒しや安らぎ、元気を 

与えられる場としてお役に立てるのではないか。また、風評 

被害を払拭する新たな観光事業として成り立つのではないか。 

そのような想いで私たちは日々活動をしております。 
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それはすなわち・・ 

仕事２．０人生１００年時代へ対応する力を 
得ることができるということです!! 

 

 


